


研究目的および研究成果

　先天性代謝異常症の調査としては,昭和 43年小児代謝研究会が行った全国調

査が最大のものであるが,個人名が記載されてあるので公表することができな

かった。そこで本年は識別に必要以外の姓名の伏字作業を行ない,これを遺伝

相談ネットワークに利用できるよう提供した。


